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なった。とくにヒト肝癌株：HepG2においては
Phx－3と2DGとの併用により強い抗癌作用が示さ
れた。以上の結果から、肝癌に対する治療薬として
Phx－3が応用できる可能性が示唆された。
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国内多施設を対象とした下総悪性リンパ腫の生
命予後
【背景と目的】　フェノキサジン化合物である2－ami－
nophenoxazine－3－one（以下Phx－3）は各種の癌細胞
に対して抗腫瘍効果を持つことが示されてきてい
る。今回われわれは、これまで未検討であった肝腫
瘍細胞に対するPhx－3の抗腫瘍効果を検討し、また
近年オートファジーの観点から抗腫瘍効果が期待さ
れている2－deoxy－D－glucose（以下2DG）との併用
効果についても検討した。
【対象および方法】　使用した細胞株はラット肝癌
株：dRLh－84、ラット正常肝細胞株：RLN－10、ヒ
ト肝癌株：HepG2の3種類の細胞株である。それ
ぞれ3種類の細胞株に対してPhx－3単独、2DG単独、
Phx－3＋2DGを種々の濃度で添加し、細胞生存率、
アポトーシスの測定、細胞形態の変化などを測定す
ることにより、Phx－3および2DGの単独および併
用投与による抗癌作用を検討した。細胞生存率は
CellTiter－BlueTM　Cell　Viability　Assayを、アポトーシ
スはAnnexinV／pI　Assay　KitとJC－1染色を使用しフ
ローサイトメトリー（FACS）で測定し、細胞形態
変化は薬剤添加24時間後の各細胞についてメイ・
ギムザ染色し観察した。
【結果】Phx－3と2DGを添加した各細胞の生存率
は、dRLh－84とHepG2では時間及び濃度依存性に
増殖抑制作用が見られたが、RLN－10では濃度依存
性を認めるのみで時間依存性の増殖抑制作用は見ら
れなかった。アポトーシスに関しては、すべての細
胞で濃度依存性にアポトーシスを促進することが認
められ、特にHepG2では低濃度のPhx－3と高濃度（10
mM）の2DGの添加によって強い抗癌作用がみら
れた。細胞形態変化については、Phx－3を添加した
各細胞で細胞膜構造の変化や核の凝集がみられ、ア
ポトーシスが引き起こされていることが明らかと
なった。
【考察】　これまで未検討であった肝腫瘍細胞に対し
てPhx－3が強い抗腫瘍効果を示すことが明らかと
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【目的】　眼内悪性リンパ腫の生命予後を明らかにす
る。
【方法】　国内25施設で眼内悪性リンパ腫（10L）
と診断された220例の生命予後とその背景につい
て 診療録をもとに患者背景、生命予後、生命予後
を左右する因子について検討した。5年生存率の推
定にはKaplan－Meier生存曲線を用い、2口添の比較
にはlog　rank検：定を用いた。また、生命予後因子の
同定、リスク比の推定にはCox比例ハザード分析（多
変量解析）を用いた。
【結果】　初診時の平均年齢は63．6歳、男性が89例、
女性が131例で、平均経過観察期間は41．5か月で
あった。病変の存在部位では出刃＋中枢神経系
（CNS）の症例が52％、眼内のみの症例が28％、眼
内＋CNS＋他臓器の症例が10％、眼白＋他臓器の症例
が9％であった。10L220例の5年生存率は60．So／，で、
CNS病変合併例で死亡率が高く、眼内のみの症例
は他の3群と比較し、有意に生命予後が良好であっ
た。また、初診時年齢が65歳未満の症例の5年生
存率は66．6％であったのに対し、65歳以上の症例
では47．7％と統計学的に有意差を認めていた。生
存例と死亡例での硝子体内IL－10値を検：討したとこ
ろ、生存例では2，945pg／m1であったのに対し、死
亡例では6，548pg／m1と死亡例で有意に高値を示し
ていた。治療内容では高容量メトトレキサート
（HD－MTX）施行例では5年生存率695％であった
のに対し、HD－MTX未施行例では55．6％と生命予
後に有意差を認めていた。
【結論】　眼内悪性リンパ腫において、患者背景とし
ては年齢と硝子体内IL－10値が、治療内容ではHD一
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